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丹
波
山
村（
同
3
3
4
人
）、
和
歌
山
県
・
北

山
村（
同
3
4
4
人
）、
奈
良
県
・
野
迫
川
村

（
同
3
7
5
人
）、
熊
本
県
・
五
木
村（
同
4
8

8
人
）、
長
野
県
・
売
木
村（
同
5
2
0
人
）、

福
島
県
・
桧
枝
岐
村（
同
5
6
9
人
）、
北
海

道
・
音
威
子
府
村（
同
5
1
6
人
）〜
。

「
限
界
自
治
体
」
は
1
3
2

「
高
齢
化
率
」（
65
歳
以
上
の
老
年
人
口
割

合
）は
、
全
国
で
2
0
0
5
年
の
20
・
2
％
か

ら
35
年
に
は
33
・
7
％
へ
上
昇
す
る
。

列
島
各
地
で
み
る
と
、こ
の
30
年
間
で
高
齢

化
率
40
％
以
上
の
市
町
村
は
51（
全
体
の
2
・

8
％
）か
ら
7
5
3（
41
・
7
％
）へ
急
増
す
る
。

高
齢
化
率
が
地
域
で
50
％
に
達
す
る
と「
限
界

集
落
」と
呼
ば
れ
る
が
、
市
町
村
ま
る
ご
と
1

3
2
が「
限
界
自
治
体
」化
に
さ
ら
さ
れ
る
。

逆
に
高
齢
化
率
20
％
未
満
の
若
々
し
い
市
町

村
は
05
年
で
5
0
2（
27
・
8
％
）を
数
え
る
が
、

30
年
後
に
は
完
全
に
姿
を
消
す（
図
参
照
）。

全
国
で
2
番
目
に
若
い
千
葉
県
浦
安
市
で

さ
え
高
齢
化
率
9
・
8
％
か
ら
27
・
5
％
へ
3

倍
増
近
い（
ち
な
み
に
1
番
は
2
0
0
0
人
規

模
の
東
京
都
・
小
笠
原
村
で
8
・
5
％
か
ら

28
・
9
％
へ
）。
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人
口
の
減
少
と
人
口
構
造
の
変
形
が
同
時

進
行
を
速
め
つ
つ
あ
る
。
こ
の
近
、
現
代
史
上

初
の
事
態
を
、「
市
区
町
村
別
将
来
推
計
人

口
」で
確
認
す
る
と
、
改
め
て
衝
撃
を
受
け
る

（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の
2
0

0
8
年
12
月
推
計
）。

内
陸
部
に
も
広
が
る
極
小
自
治
体

2
0
0
9
年
度
も
出
生
数
1
0
6
・
9
万

人
、
死
亡
数
1
1
4
・
4
万
人
の
見
込
み（
厚

労
省
・
人
口
動
態
統
計
）。
05
年
に
初
の
自
然

減
に
陥
り
、
06
年
は
約
8
2
0
0
人
増
に
転

じ
た
も
の
の
、
以
後
3
年
連
続
の
減
少
で
あ

る
。
い
っ
た
い
列
島
の
人
口
マ
ッ
プ
は
ど
う
変

貌
し
て
い
く
の
か
。

市
町
村
の
人
口
規
模
別
で
2
0
0
5
年（
国

勢
調
査
）か
ら
35
年
に
か
け
て
、
人
口
3
万
人

以
上
の
自
治
体
は
8
2
9
か
ら
6
8
9
に
減

る
。
人
口
5
0
0
0
〜
3
万
人
未
満
は
7
4
8

か
ら
7
4
7
と
横
ば
い
だ
が
、5
0
0
0
人
未

満
は
2
2
8
か
ら
3
6
9
へ
1
・
6
倍
増
で
、
全

自
治
体
に
占
め
る
割
合
は
05
年
の
12
・
6
％
か

ら
20
・
4
％
に
高
ま
る（
自
治
体
数
は
08
年
12

月
の
1
8
0
5
市
区
町
村
）。

人
口
最
少
の
自
治
体
は
東
京
都
青
ヶ
島
村

（
05
年
で
2
1
4
人
〜
35
年
で
2
1
2
人
）だ

が
、
離
島
だ
け
で
な
く
内
陸
部
に
も
”極
小
自

治
体
“が
散
在
し
て
い
く
。
た
と
え
ば
高
知

県
・
大
川
村（
35
年
で
2
5
4
人
）、
山
梨
県
・

●

近
未
来
の
市
町
村
●

ふ
る
さ
と
は
遠
く
、

消
え
て
い
く
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し
か
も
、
後
期
高
齢
者
が
際
立
っ
て
増
え

る
。
75
歳
以
上
の
人
口
割
合
25
％
以
上
の
自

治
体
は
05
年
で
は
20（
全
体
の
1
・
1
％
）に
と

ど
ま
る
が
、30
年
後
に
は
9
0
4（
50
・
1
％
）

と
半
数
を
占
め
る
に
至
る
。

30
年
後
に
75
歳
以
上
人
口
割
合
が
10
％
未

満
の
自
治
体
は
1
カ
所
、
東
京
都
青
ヶ
島
村

で
辛
う
じ
て
9
・
8
％
の
見
込
み
。
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い
ま
論
議
の
最
中
の「
高
齢
者
医
療
制
度
」

の
改
革
に
つ
い
て
も
、「
国
民
皆
保
険
」体
制
を

支
え
る
市
町
村
の
国
民
健
康
保
険（
国
保
）を

い
か
に
存
続
・
維
持
す
る
か
に
、
ま
ず
焦
点
を

絞
る
べ
き
こ
と
を
意
味
す
る
。

「
平
成
の
大
合
併
」で
市
町
村
数
は
約
3
2

0
0
か
ら
約
1
8
0
0
に
集
約
さ
れ
た
が
、
市

町
村
国
保
1
8
1
5（
07
年
4
月
時
点
）の
う

ち
加
入
者
5
0
0
0
人
未
満
は
6
3
9（
総
数

の
35
％
）、5
0
0
0
〜
1
万
人
未
満
も
3
8

5（
同
21
％
）で
半
数
を
超
え
る
。

こ
の
す
べ
て
が
市
町
村
の
人
口
急
減
・
構

造
激
変
と
運
命
を
共
に
す
る
の
だ
。
し
か
も
、

引
退
世
代
を
引
き
受
け
る
市
町
村
国
保
の
高

齢
化
は
一
層
速
ま
っ
て
い
く
。

都
道
府
県
単
位
に
再
編
成
を
図
り
、
リ
ス

ク
分
散
可
能
な
保
険
集
団
と
し
て
延
命
・
再

生
を
図
る
、
そ
れ
以
外
に
い
っ
た
い
、
打
つ
手

は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

《「
限
界
集
落
」「
限
界
自
治
体
」の
命
名
者

は
大
野
晃
・
高
知
大
学
名
誉
教
授
》

■
宮
武

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

早
稲
田
大
学
政
経
学
部
卒
。
毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、
埼
玉

県
立
大
学
教
授
を
経
て
、
現
在
、
目
白
大
学
教
授
。

近
著
に
『
介
護
保
険
の
再
出
発

医
療
を
変
え
る
・
福
祉
も
変
わ
る
』

（
保
健
同
人
社
）。

一
方
、
全
国
の
年
少
人
口
割
合（
0
〜
15
歳

未
満
）は
05
年
の
13
・
8
％
か
ら
30
年
後
に
は

9
・
5
％
ま
で
落
ち
込
む
。

こ
れ
も
人
口
マ
ッ
プ
で
み
る
と
、1
8
0
0

市
町
村（
全
体
の
99
・
7
％
）が
軒
並
み
子
ど

も
数
の
減
少
・
低
下
に
見
舞
わ
れ
、
年
少
人

口
割
合
10
％
未
満
の
自
治
体
は
86（
4
・
8
％
）

か
ら
1
2
3
9（
68
・
6
％
）に
増
え
、14
％
以

上
の
自
治
体
は
7
2
5（
40
・
2
％
）か
ら
わ
ず

か
24（
1
・
3
％
）の
み
に
な
る
。

当
然
な
が
ら
社
会
の
原
動
力
と
い
う
べ
き

生
産
年
齢
人
口
割
合（
15
〜
65
歳
未
満
）は
、

66
・
1
％
か
ら
56
・
8
％
に
低
下
す
る
。
1
8

0
2
自
治
体
で
一
斉
に
低
ま
り
、60
％
以
上

を
維
持
す
る
の
は
1
1
1
5
自
治
体（
全
体
の

61
・
8
％
）か
ら
1
1
4（
6
・
3
％
）へ
急
減
し

て
い
く
。

地
域
保
険
の
存
亡
を
か
け
て

人
口
の
減
少
だ
け
で
あ
れ
ば
対
処
の
仕
方

も
あ
る
が
、
人
口
構
造
の
激
変
は
社
会
保
障

制
度
の
危
機
ど
こ
ろ
か
、
社
会
の
存
立
そ
の

も
の
の
危
機
で
は
な
い
か
。マ
ク
ロ
と
ミ
ク
ロ

の
両
面
で
社
会
の
シ
ス
テ
ム
変
革
に
取
り
組

む
ほ
か
な
い
。
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